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産 業 建 設 委 員 長 報 告 
 

令和５年６月２９日 

 

今期定例会において、産業建設委員会に付託されました議案８件について、

その審査の経過と結果をご報告申し上げます。 

 

まず、議案第６９号 専決処分の承認を求めることについて、本委員会に

付託された部分についてであります。 

本案は、専決第６号 令和４年度西都市一般会計予算補正（第２１号）に

ついて、議会の承認を求めようとするものであります。 

歳出として主なものでは、災害復旧費に測量設計業務委託料などの予算が

計上されております。 

本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり承認すべきものと決しました。 

なお、審査の過程においてある委員より、「物価
ぶ っ か

高騰
こうとう

が激
はげ

しい状態である、

建設業においては見積りし、入札契約した工事額が、物価
ぶ っ か

高騰
こうとう

により現状に

そぐわない状態になっている。その対応をお願いしたい。」 

また、「災害現場は遠路
え ん ろ

が多く、特に危険性の高い場所である。そこに赴く
おもむく

業者の苦労は大変である。契約不調にならないような、業界に対するフォロ

ーをお願いしたい。」との意見・要望がなされました。 

 

次に、議案第７２号 西都市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部

改正についてであります。 

本案は、市営中原住宅の一部廃止に伴い、所要の整備を行うものでありま
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す。 

本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

次に、議案第７４号 令和５年度西都市一般会計予算補正（第３号）につ

いて、本委員会に付託された部分についてであります。 

歳出として主なものでは、商工費に電子版プレミアム付商品券発行業務委

託料などの予算が計上されております。 

本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

なお、審査の過程においてある委員より、「電子版プレミアム付商品券発

行業務委託料が計上されている。その目的は、エネルギー・食料価格等の物

価高騰の影響を受けた生活者及び事業者を支援するため、電子版プレミアム

付商品券を発行し、消費を下支え
したざさえ

するとともに、地域経済の活性化を図ると

のことである。この事業は景気浮揚
ふ よ う

とキャッシュレス化を進める良い機会で

あると考える。併せて電子版の使い方に慣れない高齢者等に配慮し、使用方

法を十分周知して頂き、予算の活用を図って頂くよう要望する。」との意見・

要望がなされました。 

 

次に、議案第７６号 令和５年度西都市営住宅事業特別会計予算補正（第

１号）についてであります。 

本案は、住宅費、予備費、繰出金を予算補正しようとするものであります。 

本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 



3 

 

 

次に、議案第７８号 令和４年度西都市水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてであります。 

本案は、剰余
じょうよ

金
きん

の処分として、５，６７４万４，７２６円を資本金に組み

入れ、４，１７０万３，６３８円を減債
げんさい

積立金
つみたてきん

に積み立てるものであります。 

 本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

次に、議案第７９号 令和４年度西都市簡易水道事業会計未処分利益剰

余金の処分についてであります。 

本案は、剰余
じょうよ

金
きん

の処分として、１，０７３万７，０２９円を減債積立金に

積み立てるものであります。 

 本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

次に、議案第８０号 令和４年度西都市公共下水道事業会計未処分利益

剰余金の処分についてであります。 

本案は、剰余
じょうよ

金
きん

の処分として、３，４８２万３９４円を減債積立金に積み

立てるものであります。 

 本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

次に、議案第８１号 令和４年度西都市農業集落排水事業会計未処分利

益剰余金の処分についてであります。 
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本案は、剰余
じょうよ

金
きん

の処分として、１，４４７万５，９１５円を減債積立金に

積み立てるものであります。 

 本案については、種々質疑の後、別段異議なく、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。よろしくご審議いただきますようお願い申し上

げます。 


